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＜概要＞ 
本研究では、教師が行った表現運動の授業の

省察から、表現運動の授業を行う上で必要とな

る知識を明らかにすること、表現運動の指導に

おける経験に応じた留意点を提案することを目

的とする。 
第 1章では、現在の子どもの体力・運動習慣

の現状と学校体育の役割について述べた。その

上で、教師が省察を通して「よい体育授業」を

行うための知識や力量を高めることの必要性、

そして、表現運動領域の意義と課題、研究の目

的について述べた。 
第 2章では研究の実施方法、分析方法につい

て述べた。本研究では、教師 A と教師 B の 2
名の教師が行う表現運動の授業を研究対象とし

た。教師 A（教員歴 5年目、表現運動指導歴は
本単元が初めて）の検証授業は 2年生を対象と
した全 3 単位時間、教師 B（教員例 12 年目、

表現運動指導歴 3年目）の検証授業は 4年生を
対象とした全 4単位時間であった。学習内容は
リズムダンスと表現（テーマ：忍者）であった。

各対象教師が行った授業を録画・録音した。各

教師、毎授業後に収録した映像を見ながら 15
～30 分程度省察を行った。その発話を録音し、
逐語記録を作成した。作成した逐語記録を吉崎

（1988）の示した「授業についての教師の知識
領域」の定義に筆者が一部定義を加えたカテゴ

リーに分け、分析した。また、反省点や改善点

についての発話を抽出し、分析した。 
第 3章では、各教師の具体的な発話も取り上

げ、分析の結果と考察について述べた。 
第 4章では、研究のまとめと今後の課題につ

いて述べた。本研究では、「教材内容についての

知識」、「教授方法についての知識」、「子どもに

ついての知識」を合わせて用いた指導が行われ

ていること、各領域について見られた表現運動

の授業を行う上で必要となる知識、表現運動指

導初心者は学習目標をはっきりとさせ、子ども

が意欲的に取り組むことができるような指導を

行うこと、中堅者は、子どもの実態にあった、

教材内容や指導方法を取り入れ、子どもがより

レベルの高い動きができるような指導を行うこ

とという指導上の留意点を研究のまとめとして

述べた。一方、より多くの事例研究を通して、

一般化を図るために研究対象授業、対象者を拡

大すること、研究期間を延長することの 2点が
今後の課題として挙げられた。 
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